
ほけんだより 
 

今年
こ と し

はコロナウイルス感染
かんせん

拡
かく

大防止
だいぼうし

のために、マスクの着用
ちゃくよう

が欠かせない
か

ものとなっています。これまで経験
けいけん

のない長期間
ちょうきかん

のマスクの着用
ちゃくよう

の影響
えいきょう

で、鼻
はな

呼吸
こきゅう

ではなく口
こう

呼吸
こきゅう

になる人
ひと

が増えて
ふ

いるのではないかと

言われています
い

。鼻
はな

には、外
そと

からのほこりや細菌
さいきん

などの侵入
しんにゅう

を防ぐ
ふせ

フィルターとしての機能
きのう

や、体
からだ

に入る
はい

空気
くうき

や湿度
しつど

を調節
ちょうせつ

する機能
き の う

、そして細菌
さいきん

などの異物
い ぶ つ

が侵入
しんにゅう

したときは，排除
はいじょ

する免疫
めんえき

機能
き の う

があります。 

マスクの着用
ちゃくよう

が日常
にちじょう

となった今
いま

、時
とき

には意識
い し き

した呼吸
こきゅう

が必要
ひつよう

です。人
ひと

と 2メートル以上
いじょう

の十分
じゅうぶん

な距離
き ょ り

が確保
か く ほ

できるような場所
ば し ょ

では、マスクを外したり
はず

、鼻
はな

だけ少
すこ

し出して
  だ

深呼吸
しんこきゅう

するなどして、鼻
はな

で呼吸
こきゅう

をすることを意識
い し き

し、呼吸
こきゅう

を整える
ととの

習慣
しゅうかん

も身
み

に付けましょう。  

 

「新型
しんがた

コロナ」「かぜ」「インフルエンザ」症 状
しょうじょう

はどう違う
ちが

？ 

この冬は、従来
じゅうらい

の「かぜ」「インフルエンザ」に加えて
くわ

「新型
しんがた

コロナウイルス」の予防
よ ぼ う

対策
たいさく

も必要
ひつよう

です。引き続き
ひ   つづ

朝
あさ

の健康
けんこう

観察
かんさつ

・検温
けんおん

の御
ご

協力
きょうりょく

をお願い
  ねが

します。朝
あさ

から具合
ぐ あい

が悪い
わる

場合
ばあい

は無理
む り

して登校
とうこう

せず、症状
しょうじょう

が回復
かいふく

して

から登校
とうこう

しましょう。 

症
しょう

 状
じょう

 

 

新型
しんがた

コロナウイルス 

感染症
かんせんしょう

 

か ぜ インフルエンザ 

発熱
はつねつ

 平熱
へいねつ

 ～ 微熱
び ね つ

 平熱
へいねつ

 ～ 微熱
び ね つ

 高熱
こうねつ

 

咳
せき

  ◎ ◎ ◎ 

のどの痛み
いた

 〇 ◎ ◎ 

息切れ
いき ぎ

 〇 × × 

倦怠感
けんたいかん

（だるさ） 〇 〇 ◎ 

  関節痛
かんせつつう

・筋肉痛
きんにくつう

 〇 × ◎ 

頭痛
ず つ う

 〇 ◎ ◎ 

鼻水
はなみず

 △ ◎ 〇 

下痢
げ り

 △ × 〇 

◎：頻度
ひんど

が高い
たか

  〇：よくある  △：ときどきある  ×：あまりない 

（出典：「健康教室」11月号 東山書房） 
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養護  

 



予防
よ ぼ う

接種
せっしゅ

について 

予防
よ ぼ う

接種
せっしゅ

とは、ウイルスの毒性
どくせい

を抑えたり
おさ

死滅
しめつ

させたりして作られた
つく

「ワクチン」を体内
たいない

に入れる
い

ことで、イ

ンフルエンザなどの感染症
かんせんしょう

を予防
よ ぼ う

するために行う
おこな

ものです。明らか
あき

な発熱
はつねつ

（37.5℃
ど

以上
いじょう

が目安
めやす

）があるときや、

急性
きゅうせい

疾患
しっかん

にかかっているとき、体調
たいちょう

不良
ふりょう

など、医師
い し

が適切
てきせつ

でない状態
じょうたい

と判断
はんだん

した場合
ば あ い

には受ける
う

ことができま

せん。予防
よ ぼ う

接種
せっしゅ

を受ける
う

場合
ば あ い

は、医師
い し

に相談
そうだん

して受けましょう
う

。 

 

１１月
   が つ

の保健
ほ け ん

行事
ぎょうじ

 

１１月
がつ

２６日
      にち

（木
もく

） 歯科
し か

定期
て い き

健康
けんこう

診断
しんだん

（1・3・5年・すずしろ） 

１１月
がつ

２７日
     にち

（金
きん

） 歯科
し か

定期
て い き

健康
けんこう

診断
しんだん

（2・4・6年） 

 

保護者の方へお知らせ 

新型コロナウイルス（COVID－１９）の流行が世界的な課題になっている中、ウイルスとの共存・共栄

を目指す「with コロナ」という言葉が叫ばれています。コロナウイルス感染症は、持病がある方が重症化

しやすいと言われていますが、どのようなことに注意すればよいでしょうか？ 

「東京都小児・AYA 世代がん診療連携協議会 第 8回市民公開講座」では、オンライン講義形式で、コ

ロナウイルス感染症についてのお話があります。この市民公開講座は事前申込みが必要です。ご希望の方は

東京都立小児総合医療センターのホームページへアクセスし、申込んでください。 

 

日時 11月 28日（土）１３：００～ 

主催 東京都福祉保健局・東京都小児・AYA世代診療連携協議会 

後援 （公社）東京都医師会・（公財）がんの子どもを守る会 

   （一社）AYAがんの医療と支援のあり方研究会・（NPO）シャイン・オン・キッズ 

問合わせ 東京都小児総合医療センター 庶務課企画担当 

     電話 ０４２－３００－５１１１（代表）平日 ９～１７時 

 

 

オンライン講義形式 / 事前申込必要 / 参加無料 

 

プログラム 

１３：００ 「新型コロナウイルス（COVID－19）に関する最新情報 

       東京都立小児総合医療センター 感染症科 谷口 公啓 先生 

 

１３：４５ 「小児・AYA 世代がん患者・経験者に対する新型コロナウイルスへの感染症」 

       日本医科大学 小児科学教室 名誉教授 前田 美穂 先生 

 

１４：４５ 「東京都小児がん診療連携推進事業のご紹介」 

       東京都立小児総合医療センター 血液・腫瘍科 湯坐 有希 先生 


